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中
国
の
歴
史
や
文
化
、
美
術
の
魅
力
を
体
験

し
よ
う
と
中
国
を
訪
れ
る
日
本
人
が
増
え
て
い

る
。
中
国
各
地
で
も
、
地
域
を
挙
げ
て
芸
術
文

化
の
振
興
に
力
を
入
れ
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

を
推
進
し
て
い
る
。
北
京
で
は
旧
工
場
を
改
造

し
た
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
７
９
８
芸
術

区
、
西
安
の
関
中
民
俗
芸
術
博
物
院
な
ど
地
方

で
も
伝
統
的
な
博
物
館
や
美
術
館
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。
本
紙
で
は
、
北
京
、
上
海
に
あ
る
博

物
館
、
美
術
館
な
ど
を
紹
介
す
る
。

　
ま
た
、
中
国
芸
術
、
文
化
に
対
す
る
注
目
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
な
か
、
今
月
初
め
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
て
土
司
遺
跡
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
中
国
の
世
界
遺
産
は

件
に
な

っ
た
。
こ
の
土
司
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
に
際

し
て
、
佐
賀
県
立
博
物
館
（
佐
賀
市
）
で
４
～

９
日
、
中
国
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
若
手

芸
術
家
ら
の
工
筆
、
水
墨
画
な
ど
約
１
０
０
点

を
展
示
す
る
「
中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
ｉ
ｎ

佐
賀
　
抱
樸
澄
懐
～
現
代
絵
画
展
」
が
開
催
さ

れ
る
。

　
さ
ら
に
、
同
展
開
催
に
あ
わ
せ
て
中
国
国
内

で
活
躍
す
る

人
の
芸
術
家
が
来
日
し
、
県
内

の
高
校
で
の
交
流
会
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

通
じ
て
中
国
の
魅
力
を
伝
え
る
。

　ガラス張りの外壁と湾曲した白い
屋根が特徴の劇場。大ホールと中ホ
ール、小ホールを備え、オペラやバ
レエ、京劇などが上演されている。

　人民広場南側に位置する鍋のふた
のような形状の建物。古代中国芸術
の輝かしい歴史を全面的に紹介する
上海を代表する博物館。

　国内最大級の美術館の一つで、主
に近現代美術の展覧会が開かれる。
中国画・油絵・彫刻・民間芸術など
約６万点のコレクションがある。

　明・清朝時代の皇居だった世界最
大の宮殿遺跡。年に世界遺産に
登録され、今年、創立から周年を
迎えた。

　
「
祝
　
中
国
土
司
遺
跡
世
界
遺

産
登
録
決
定
　
中
国
文
化
観
光
ウ

ィ
ー
ク
ｉ
ｎ
佐
賀
　
抱
樸
澄
懐
～

現
代
絵
画
展
」
が
こ
こ
佐
賀
の
地

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
来
年
２
０
１
６
年
に
有
田
焼
は

創
業
４
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
磁

器
は
英
語
で
「
チ
ャ
イ
ナ
」
と
も

呼
ば
れ
る
と
お
り
、
有
田
焼
の
絵

柄
に
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
中
国

の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま

す
。

　
中
国
の
現
代
作
家
に
よ
り
描
か

れ
た
水
墨
画
や
工
筆
画
書
作
品
の

中
に
も
、
中
国
伝
統
の
大
胆
か
つ

精
緻
な
筆
づ
か
い
が
強
く
息
づ
い

て
い
ま
す
。
海
を
隔
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
芸
術
文
化
が
ど
の
よ
う

に
守
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か

に
つ
い
て
、
今
回
の
絵
画
展
で
思

い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
佐
賀
―
上
海
便
は
今
年
で
就
航

３
周
年
を
迎
え
、
佐
賀
に
も
中
国

か
ら
多
く
の
方
が
観
光
に
訪
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
昨
年
４
月
に
も

「
墨
韻
唐
風
～
中
国
書
道
特
別

展
」を
開
催
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

中
国
と
佐
賀
の
間
で
、
物
心
両
面

で
の
交
流
が
着
実
に
進
ん
で
き
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
今
回

の
絵
画
展
の
開
催
が
、
佐
賀
県
の

皆
様
に
中
国
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
ま
た
併
せ
て
、
７
月
の
中
国
湖

北
省
土
司
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録

を
祝
し
、
中
国
観
光
パ
ネ
ル
展
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
の
三

重
津
海
軍
所
跡
も
時
を
同
じ
く
し

て
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
歴
史
的
な
遺
産
や
文
化
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
代
絵

画
展
の
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
の
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
中
国
土
司
遺
跡
世
界

遺
産
登
録
に
際
し
て
「
中
国
文
化

観
光
ウ
ィ
ー
ク
ｉ
ｎ
佐
賀
　
抱
樸

澄
懐
～
現
代
絵
画
展
」
を
開
催
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
佐
賀
県

庁
を
始
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
ご
支
持
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
ど
も
の
国
で
は
今
年
は
中
国

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光
年
で
あ
り
、

２
０
１
９
年
の
北
京
世
界
園
芸
博

覧
会
、
そ
し
て
２
０
２
２
年
の
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
国
で
開
催

す
る
よ
う
国
民
が
大
き
く
期
待

し
、
世
界
の
国
々
か
ら
の
来
訪
者

に
歓
迎
の
意
を
表
し
て
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
政
府
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

経
済
ベ
ル
ト
、

世
紀
の
海
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
と
い
う「
一
帯
一
路
」

政
策
を
提
唱
し
、
世
界
中
の
全
て

の
国
々
と
共
に
発
展
、
繁
栄
を
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
中
国
は
磁
器
（
チ
ャ
イ
ナ
）
の

国
と
も
言
わ
れ
、
中
国
の
景
徳
鎮

と
佐
賀
県
の
有
田
市
は
陶
磁
器
と

い
う
深
い
縁
で
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
有
田
焼
創
業
４
０
０
年
を
迎

え
る
今
日
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
は
大
変
有
意

義
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
絵
画
、

焼
物
な
ど
の
文
化
、
そ
し
て
、
観

光
を
通
じ
て
人
々
の
交
流
、
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
佐
賀
と
上
海
に
は
定
期
路
線
が

開
通
し
て
お
り
、
今
後
も
中
日
間

の
人
的
、
文
化
芸
術
交
流
の
懸
け

橋
と
し
て
大
い
に
期
待
で
き
ま

す
。
上
海
と
佐
賀
の
交
流
を
通
じ

て
両
国
の
友
好
関
係
を
よ
り
強
固

な
も
の
に
し
て
い
き
た
く
、
一
層

邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
「
中
国
文
化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
ｉ

ｎ
佐
賀
　
抱
樸
澄
懐
～
現
代
絵
画

展
」
を
通
じ
て
現
代
絵
画
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
多
く
の
佐
賀
県
民
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開　幕　式：８月４日（火）：～
内　　容：来賓・主催者あいさつ、テープカット、席

画交流
展　　示：８月４日（火）～９日（日）
時　　間：９：～：（※最終日時まで）
開　催　地：佐賀県立博物館（佐賀市城内１－－）
入　場　料：無料
主催団体：東京中国文化センター、中国国家観光局駐

日本代表処
共催団体：佐賀県、一般社団法人佐賀県観光連盟
後援団体：中華人民共和国駐日本国大使館、福岡総領

事館、新華社日本総局、日本外務省、日本
国土交通省観光庁、公益社団法人日中友好
協会、日中友好議員連盟、社団法人日中協
会、一般社団法人日本旅行業協会、一般社
団法人全国旅行業協会、一般社団法人東京
華僑総会（上記予定含む）

協　　力：銀聯国際東京駐在員事務所、春秋航空日本
株式会社

楊健生
　中国美術家協会会
員、文化部中外文化
交流センター国韻文
華書画院芸術委員会
秘書長、河南省美術
家協会理事、工筆画
芸術委員会主任兼秘
書長、河南大学芸術
学院美術学分院副院
長。

田笑
　中国美術家協会会員、河南省
美協工筆画芸委員会委員、人物
画芸委員会委員。作品は第二回
全国人物画展に入選。

銭廣信
　中国美術家協会
会員、中国水墨研
究員芸委員会主任
委員、中国民進河
北開明画院副院
長、河北省美術創
作中心創作員、河
北書院国画院研究
員。

趙華双
　中国美術家協会会員、中国工筆
画学会会員、山西省美術家協会山
水画芸委員会副会長、山西省工筆
画協会副主席。

　上海万博（年）で数々のイベ
ントが開かれたＵＦＯ型の建物。劇
場のほか、映画館やショップなども
併設している。

　２千人以上を収容できる世界最大
級の地下劇場。地下㍍の深さでミ
ュージカルなどの公演が行われる。
舞台も国内最大面積を誇る。

　北京最大級の規模を誇る劇場。主
に京劇など古典劇の上演を行ってい
る。外国人観光客向けの分かりやす
い京劇が人気を集めている。

　主な展示は北京で出土した文物な
どで、北京の歴史や考古学、その関
連学の最新の研究成果の発表の場に
もなっている。

呉暁光
　中国美術家協会
会員、中国書法家
協会会員、中国工
筆画学会会員、吉
林省白山印社社
員、吉林省美協理
事、吉林市美協副
主席。作品は「第
三回中国書法篆刻
大賽」三等賞、
「全国第一回職工
書法芸術大賽」一
等賞などを受賞。

金長虹
　中国美術家協会会員、
甘粛省美術家協会理事、
甘粛省金昌市文化館副館
長、金昌画院副院長。作
品は中国美術家協会主催
の展覧会で回近く入選
し、賞を受賞。また、
年から年全国中国画
作品展に入選。

張発倹
　中国美術家協会会員、中国画創作室画家。年全国
中国画作品展にて「驚起卻回頭」が入選。年全国中
国画作品展にて「春晴遠山静」が入選。年全国中国
画作品展にて「多彩之歌」が入選。


